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研究成果の概要：核マイクロサテライト（SSR）マーカーと葉緑体SSRマーカーを用い、中国の

マングローブ生息域のほぼ全域において、代表的なマングローブ７種（Acanthus ilicifolius、
ツノヤブコウジ、ヒルギダマシ、オヒルギ、メヒルギ、ヒルギモドキ、ヤエヤマヒルギ）の集

団遺伝構造を明らかにした。また、７樹種のうち、代表的メヒルギ集団を対象にして、空間遺

伝構造、交配様式、花粉・胎生種子の散布様式を調べ、マングローブの集団内の繁殖特性を詳

細に明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景 
マングローブ林は、熱帯・亜熱帯の河口や海
岸沿い汽水域に形成される湿地生態系で、高
い生産性を持つ。沿岸海洋環境の保護機能を
持つマングローブ林は、薪炭林や観光、漁業
資源としても重要な役割を果たしている。し
かし、近年、大規模な養殖地の開発、農地や
塩田への転用が進んでおり、マングローブ林
の面積は世界規模で急激に減少している。こ
れに伴い、マングローブ林における遺伝的多
様性も急速に失われているものと考えられ
ている。 

世界で約 80種あるマングローブ植物のう
ち、中国には 26種が知られており、主に海
南省、広東省、広西省、福建省の沿岸域に分
布している。世界のマングローブ林と同様に、
中国のマングローブ林もこの 40年間で 3分
の2の面積が失われ、危機的状況にある。現
存する 17，885haのマングローブ林の 80パ
ーセントは二次林で、いずれも断片化が進ん
でいる。こうしたマングローブ林を保全・維
持するためには現存する林分の遺伝的多様
性やそれぞれのマングローブ植物の繁殖様
式を調べる必要がある。 
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２．研究の目的 
本研究では、中国大陸における１４ヶ所の
マングローブ自然保護区に生育する主要樹
種の遺伝マーカーをそれぞれ作製し、それら
のマーカーを用いて、１）主要樹種の個体群
における遺伝構造、父性・母性解析などによ
る個体群の遺伝的空間構造、花粉・種子散布
による遺伝子流動の特徴と繁殖特性を解析
するとともに、２）14ヶ所の自然保護区に広
く生育する樹種について個体群間の地理的
遺伝分化や遺伝的多様性を解析し、中国大陸
におけるマングローブ生態系の遺伝的全容
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 中国南沿岸域に分布する、代表的なマン
グローブ7種（Acanthus ilicifolius、ツノ
ヤブコウジ、ヒルギダマシ、オヒルギ、メヒ
ルギ、ヒルギモドキ、ヤエヤマヒルギ）を対
象に、核マイクロサテライト（SSR）マーカ
ーと葉緑体 SSR（cpSSR）マーカーを用いて、
中国の分布域全体の集団遺伝構造や遺伝的
多様性を調べた。 
 
(2) マングローブの詳細な繁殖特性を解明
するため、メヒルギ集団内の空間遺伝構造、
交配様式、花粉・胎生種子の散布様式を調べ
た。 
 
４．研究成果 
(1) 詳細な集団遺伝解析などには、多型性が
高く共優性でしかも再現性が高いSSRマーカ
ーの利用が不可欠であるが、今回研究対象と
した７種の中にはSSRマーカーが開発されて
いない樹種も含まれる。そこで、Acanthus 
ilicifolius、ツノヤブコウジ、ヒルギモド
キとヒルギダマシの計4種から、47の核SSR
マーカーと 17の cpSSRマーカーを新たに作
成し、その特性を明らかにした。 
 
(2) SSRマーカーを用い、中国のマングロー
ブ生息域のほぼ全域において、マングローブ
7種の集団遺伝構造を調べた。解析集団数は
Acanthus ilicifolius 6、ツノヤブコウジ 14、
ヒルギダマシ 10、オヒルギ 9、メヒルギ 10、
ヒルギモドキ 6、ヤエヤマヒルギ 15である。
cpSSRで識別可能な葉緑体ハプロタイプは種
毎に3－11タイプあり、メヒルギ（10）とヒ
ルギダマシ（11）以外は5ハプロタイプ以下
しか認められなかった。また、いずれの種で
も限られたハプロタイプが各集団で優占し
ていたことから、各集団は限られた祖先によ
って成立した可能性が考えられる。核SSRマ
ーカーでの解析の結果、７種のマングローブ
はいずれも集団内の遺伝的多様性が低いこ
とがわかった。集団内の近交係数はすべての

種で有意に高かったことから、近親交配が集
団内の多様性低下を加速している可能性が
考えられる。いずれの種でも集団間の遺伝的
分化は有意であり、花粉や種子の散布を通し
ての集団間の遺伝的交流が極めて少ないこ
とが示唆された。これまで、マングローブに
おける集団遺伝研究は一種のみを扱ったも
のばかりであったが、本研究は同所的に生育
するマングローブ複数種を同時に解析し、共
通する遺伝構造を初めて明らかにした。 
 
(3) マングローブの集団内の繁殖特性を詳
細に明らかにするため、代表的なメヒルギ集
団を対象にして、空間遺伝構造、交配様式、
花粉・胎生種子の散布様式を調べた。0.55ha
の調査区を設定し、その中に分布する全ての
成木（2062本）と調査区内に設定された4つ
の実生プロット内の実生（177本）から葉サ
ンプルを採取した。また、花粉散布パターン
を調べるため、調査区内の11母樹から378
個の胎生種子サンプルも採取した。各サンプ
ルについて、核SSRとcpSSRマーカーを用い
て遺伝子型を決定し、空間遺伝構造と花粉・
胎生種子の散布パターンを明らかにした。そ
の結果、調査区内の成木集団では12葉緑体
ハプロタイプが同定されたものの、上位5タ
イプによって成木個体の98.7%が占められて
いた。成木の分布には、cpSSRと核SSRマー
カーのいずれの解析においても空間遺伝構
造が存在することがわかった。花粉と胎生種
子の散布距離が非常に短かかったことが（花
粉平均15.2m、胎生種子平均9.4m）、集団内
の空間遺伝構造の要因と考えられる。以上の
結果から、この集団は限られた祖先が長距離
散布によって定着し、その後集団内で成長し
た母樹が近距離の種子散布を繰り返すこと
で成立したものと推測される。 
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